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考えとなる35。1 技術論的な考え方，2 有機論的な考え方，3 文化教育学の考え方，4 教育を覚醒
























A大学は，私立の初等教育課程で，被験者は 44名（男子 18名，女子 26名）を対象とした。彼
らは，すでに課程選択をして初等教育課程に進むため教師になる意思は固い。















学生（以下女子）は同 40％，図工好きが 84％であった。B大学では男子の専科教師の割合が 10
















































これをさらに調べると，専科教員 35名（都内 11名，私立 24名）に習った児童は，図工「好
き」が 16名（都内 6名・54.5％，私立 10名・41.7％，合計 45.7％），「嫌い」が 5名（都内 1名・






















































1．対象は東京芸術大学の 2年生から大学院生まで 29名で，男子学生 6名，女子学生 23名であ
る。回収率 82.9％。
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